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て
き
ま
し
た
。

こ
の
数
十
年
、
開
発
政
策
に
よ
っ
て
女
性
の
状
況
は
改

善
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
カ
ー
ス
ト
・
ジ
ェ
ン
ダ

ー
・
地
域
間
の
格
差
は
縮
ま
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
経
済
活
動

に
就
業
で
き
る
、
ま
た
意
思
決
定
の
場
に
い
る
女
性
や
ダ

リ
ッ
ト
、
先
住
民
族
の
数
は
未
だ
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
０
年
民
主
化
以
降
も
政
党
に
よ
る
腐
敗
政
治
が
続

き
、
格
差
や
差
別
問
題
は
一
向
に
解
決
し
な
か
っ
た
の
で

す
。こ

の
状
況
の
も
と
、
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
主
義
派

（
マ
オ
イ
ス
ト
）
は
平
等
社
会
の
実
現
、
制
憲
議
会
選
挙

の
実
施
と
共
和
制
の
確
立
を
目
指
し
て
１
９
９
６
年
２
月

に
反
政
府
武
装
闘
争
を
開
始
。
長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
の

周
縁
に
置
か
れ
続
け
た
先
住
民
族
、
ダ
リ
ッ
ト
（
被
差
別

カ
ー
ス
ト
）
や
女
性
の
心
理
を
つ
か
み
、
組
織
を
拡
大
し

て
き
た
の
で
し
た
。

ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
は
２
０
０
５
年
に
内
閣
を
解
散
さ

せ
、
マ
オ
イ
ス
ト
問
題
を
解
決
す
る
と
の
名
目
で
強
権
的

な
直
接
統
治
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
国
王
は
非
常
事
態
宣

言
を
発
令
し
、
言
論
・
報
道
の
自
由
な
ど
人
権
条
項
の
多

く
を
停
止
し
、
多
く
の
市
民
団
体
、
人
権
団
体
の
活
動
を

弾
圧
し
ま
し
た
。

マ
オ
イ
ス
ト
は
主
要
政
党
と
国
王
専
制
に
反
対
す
る
協

力
関
係
を
構
築
し
、
ま
た
多
く
の
一
般
市
民
も
立
ち
上
が

っ
て
２
０
０
６
年
４
月
の
第
二
次
民
主
化
運
動
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
王
制
下
で
圧
力
を
加
え
続
け
ら
れ
て
き
た
女

性
や
ダ
リ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
被
差
別
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
当

事
者
団
体
も
先
頭
を
切
っ
て
街
頭
で
行
動
し
、
民
主
化
に

貢
献
し
ま
し
た
。

同
年
11
月
に
は
政
府
と
マ
オ
イ
ス
ト
が
包
括
的
和
平
協

定
を
結
び
、
１
３
０
０
０
人
以
上
の
死
者
を
出
し
た
10
年

間
に
お
よ
ぶ
人
民
戦
争
は
正
式
に
終
結
。
２
０
０
７
年
１

トトピピッッククスス

ネネ
パパ
ーー
ルル
のの
今今
〜〜
紛紛
争争
かか
らら
平平
和和
へへ
、、

変変
革革
をを
求求
めめ
るる
人人
びび
とと

世
界
の
屋
根
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
位
置
す
る
ネ
パ
ー
ル
は
、

１
０
０
以
上
の
カ
ー
ス
ト
・
民
族
と
76
の
言
語
を
擁
す
る

多
文
化
・
多
民
族
国
家
で
す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
は
じ
め
と
す

る
豊
か
な
自
然
や
多
様
な
民
族
文
化
は
、
数
多
く
の
外
国

人
を
魅
了
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
不
安

定
な
政
治
状
況
が
長
年
続
き
、
社
会
は
深
刻
な
歪
み
を
抱

え
て
き
ま
し
た
。

10
年
に
及
ぶ
紛
争
を
へ
て
、
今
年
08
年
５
月
28
日
に
王

制
を
廃
止
し
、
共
和
制
へ
と
移
行
し
た
ネ
パ
ー
ル
。
あ
ら

た
な
憲
法
を
起
草
す
る
た
め
の
制
憲
議
会
の
プ
ロ
セ
ス
に

は
、
こ
れ
ま
で
社
会
の
周
縁
に
置
か
れ
な
が
ら
も
、
社
会

変
革
を
め
ざ
し
て
草
の
根
で
活
動
し
て
い
た
先
住
民
族
・

カ
ー
ス
ト
・
宗
教
の
異
な
る
人
び
と
が
多
く
参
加
し
て
い

ま
す
。

本
稿
で
は
、
転
機
を
迎
え
た
ネ
パ
ー
ル
社
会
の
今
、
そ

の
背
景
、
そ
し
て
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。

差差
別別
かか
らら
のの
解解
放放
をを
めめ
ざざ
しし
てて
、、
紛紛

争争
かか
らら
平平
和和
へへ

約
２
４
０
年
間
に
渡
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
高
位
カ
ー
ス
ト
に

よ
る
支
配
の
結
果
、
ネ
パ
ー
ル
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
的
規

範
が
社
会
全
体
に
深
く
根
づ
き
、
差
別
的
な
身
分
制
度
で

あ
る
カ
ー
ス
ト
制
度
と
家
父
長
制
が
、
長
く
ダ
リ
ッ
ト

（
被
差
別
カ
ー
ス
ト
）
や
女
性
開
発
の
阻
害
要
因
と
な
っ

山
本

愛
　
や
ま
も
と
・
あ
い

商
社
勤
務
、
ネ
パ
ー
ル
留
学
の
後
、
２
０
０
０
年
よ
り
Ｎ
Ｇ

Ｏ
ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
。
ネ
パ
ー
ル
の

ダ
リ
ッ
ト
解
放
運
動
と
連
帯
す
る
活
動
に
従
事
。
２
０
０
７

年
３
月
か
ら
２
０
０
８
年
４
月
ま
で
、
在
ネ
パ
ー
ル
日
本
国

大
使
館
経
済
協
力
班
委
嘱
員
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
に
滞
在
。
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り
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
女
性
は
抑
圧
さ
れ
る
ば
か
り
で

す
」
と
彼
女
は
力
強
く
語
り
ま
す
。

チ
ャ
メ
リ
・
パ
リ
ヤ
ー
ル
さ
ん
（
25
歳
）
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
望
む
ネ
パ
ー
ル
西
部
の
山
村
で
育
っ
た
ダ
リ
ッ
ト
女

性
。「
大
学
在
学
中
に
学
生
組
織
で
活
動
し
て
い
た
時
、

国
軍
に
理
由
な
く
35
日
間
拘
束
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
マ

オ
イ
ス
ト
と
出
会
い
、
カ
ー
ス
ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
の

撤
廃
を
め
ざ
す
理
念
に
共
感
し
、“
ダ
リ
ッ
ト
解
放
戦
線
”

（
マ
オ
イ
ス
ト
の
ダ
リ
ッ
ト
下
部
組
織
）
に
迷
わ
ず
参
加

し
ま
し
た
。
様
々
な
意
見
は
あ
り
ま
す
が
、
マ
オ
イ
ス
ト

の
運
動
は
こ
の
国
に
必
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」。
彼
女

は
現
在
、
政
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
た
ダ
リ
ッ
ト
女

性
の
連
帯
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
ダ
リ
ッ
ト
女
性
の
当
事

者
団
体
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
ダ
リ
ッ
ト
協
会
（
Ｆ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）」

で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

制制
憲憲
議議
会会
選選
挙挙
のの
結結
果果

本
年
４
月
11
日
に
実
施
さ
れ
た
選
挙
で
は
、
６
０
１
議

席
を
54
の
政
党
が
争
っ
た
結
果
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
第
一
党

と
し
て
大
躍
進
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
女
性
は
議
員
比

率
33
％
を
達
成
。
過
去
、
ダ
リ
ッ
ト
出
身
女
性
の
議
員
は

皆
無
で
し
た
が
、
今
回
は
女
性
議
員
の
内
ダ
リ
ッ
ト
女
性

が
24
名
も
当
選
し
て
い
ま
す
。
同
性
愛
を
公
言
し
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
当
事
者
運
動
で
活
躍
す
る
人
も
、
ネ
パ

ー
ル
で
始
め
て
当
選
し
ま
し
た
。

マ
オ
イ
ス
ト
圧
勝
の
背
景
に
は
、
既
存
の
政
党
政
治
へ

の
失
望
感
か
ら
お
こ
る
新
勢
力
へ
の
期
待
、
労
働
者
や
貧

困
層
へ
の
マ
オ
イ
ス
ト
の
浸
透
と
、
巧
み
な
選
挙
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
年
の
人
民
戦

争
期
間
中
、
一
時
期
マ
オ
イ
ス
ト
は
実
質
国
土
の
７
割
を

支
配
下
に
置
い
て
い
ま
し
た
。
村
人
、
特
に
底
辺
の
人
び

と
に
と
っ
て
良
く
も
悪
く
も
最
も
近
い
存
在
が
マ
オ
イ
ス

ト
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

月
に
は
暫
定
議
会
が
発
足
し
、
マ
オ
イ
ス
ト
も
こ
れ
に
加

わ
っ
た
の
で
す
。

公公
正正
なな
社社
会会
をを
求求
めめ
、、
立立
ちち
上上
がが
っっ

たた
女女
性性
たた
ちち

ネ
パ
ー
ル
女
性
の
社
会
経
済
状
況
は
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

中
で
も
厳
し
い
中
、
様
ざ
ま
な
立
場
の
女
性
た
ち
が
声
を

上
げ
、
国
王
専
制
下
に
お
い
て
も
自
ら
の
権
利
獲
得
の
運

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
ィ
メ
Ｗ

Ｗ
Ｊ
）」
を
結
成
し
た
サ
ン
ギ
タ
・
ラ
マ
さ
ん
（
39
歳
）

も
そ
の
一
人
。
サ
ン
ギ
タ
さ
ん
は
先
住
民
族
出
身
で
、
大

手
雑
誌
社
勤
務
を
経
て
、
現
在
は
フ
リ
ー
の
記
者
と
し
て

活
躍
中
で
す
。
ネ
パ
ー
ル
の
新
聞
、
雑
誌
、
放
送
業
界
の

意
思
決
定
機
関
は
ほ
ぼ
全
員
男
性
が
占
め
て
お
り
、
報
道

内
容
に
も
女
性
の
視

点
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
状

況
で
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
下
、
彼
女

は
２
０
０
６
年
に
女

性
記
者
た
ち
に
呼
び

か
け
て
Ｗ
Ｗ
Ｊ
を
設

立
し
、
女
性
が
抱
え

る
課
題
を
社
会
に
提

起
し
、
メ
デ
ィ
ア
に

お
け
る
男
女
平
等
を

推
進
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。「
こ

の
社
会
は
ど
こ
を
見

て
も
男
中
心
。
ど
ん

な
に
外
国
か
ら
援
助

が
来
た
っ
て
、
社
会

構
造
を
変
え
な
い
限

◆
ト
ピ
ッ
ク
ス
◆
ネ
パ
ー
ル
の
今
〜
紛
争
か
ら
平
和
へ
、
変
革
を
求
め
る
人
び
と

ネパール草の根の女性リー
ダーと共に。左側が著者。

今今
後後
のの
課課
題題

王
制
が
崩
壊
し
た
も
の
の
、
ネ
パ
ー
ル
が
抱
え
る
構
造

的
な
問
題
で
あ
る
カ
ー
ス
ト
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
地
域
間
格

差
に
基
づ
く
差
別
と
格
差
の
是
正
を
具
体
的
に
実
行
し
な

け
れ
ば
、
公
正
で
平
和
な
社
会
を
築
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
数
多
く
の
被
差
別
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
参
加
し
た
議
会

が
、
こ
れ
ま
で
政
治
化
さ
れ
な
か
っ
た
課
題
を
押
し
上
げ
、

平
和
へ
の
道
筋
を
示
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
た
10
年
間
の
紛
争
の
記
憶

は
消
し
去
ら
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
武
装
勢
力
で

あ
っ
た
マ
オ
イ
ス
ト
が
政
権
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
の
王
室

ネ
パ
ー
ル
軍
・
マ
オ
イ
ス
ト
に
よ
る
残
虐
行
為
は
追
求
さ

れ
な
い
ま
ま
葬
ら
れ
る
方
向
へ
働
い
て
い
ま
す
。
一
方
、

軍
あ
る
い
は
マ
オ
イ
ス
ト
に
よ
り
拘
束
さ
れ
て
行
方
不
明

に
な
っ
て
い
る
人
は
現
在
も
８
０
０
人
以
上
お
り
、
生
存

か
死
亡
か
の
確
認
す
ら
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
真
の
平
和
を

築
く
た
め
に
は
「
不
処
罰
の
文
化
」
を
放
置
せ
ず
、
紛
争

犠
牲
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
正
義
を
実
現
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

ネ
パ
ー
ル
に
と
っ
て
日
本
は
主
要
援
助
国
の
一
つ
で
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
多
額
の
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
和
構

築
支
援
と
し
て
国
連
政
治
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
遣

や
、
国
連
機
関
を
通
じ
た
資
金
援
助
支
援
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
社
会
の
底
辺
に
い
る
草
の
根
の
人
び
と

の
声
に
耳
を
傾
け
、
人
権
の
確
立
お
よ
び
貧
困
撲
滅
に
向

け
た
構
造
的
な
問
題
に
一
層
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と

が
、
ネ
パ
ー
ル
の
人
び
と
か
ら
日
本
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
変
革
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
ネ
パ
ー
ル
。
そ
こ
で

立
ち
上
が
る
草
の
根
の
人
び
と
は
、
私
に
勇
気
と
希
望
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。


